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森
下
菅
根
締

「
蹴
木－
校

糊
無
天
雑
録
』

明
治
の
自
由
民
擢
運
動
に
お
け
る
重
要
な
政
治
的
指
導
者
で
あ
り、
か
っ
そ

の
最
高
の
理
論
家
で
あ
っ
た
柏
木
枝
盛
の、
自
由
民
権
運
動
史
上
に
要
求
す
る

位
置
は
き
わ
め
て
大
き
い。
そ
れ
の
み
な
ら
ず、
彼
の
笠
に
成
る
幾
多
の
著
作

紹

介

と

批

評

に
は、
政
治
以
外
の
吐
舎・
文
化
の
諸
分
野
に
わ
た
っ
て、
廃
汎
に
し
て
徹
底

し
た
思
想
が
展
開
さ
れ
て
い
る。
そ
の
間
野
の
ひ
ろ
い
結
と、
見
解
の
斬
新
な

貼
と
に
お
い
て、
彼
は、
か
の
沼
津
諮
吉
の
畠
に
せ
ま
る
思
想
家
で
あ
る、
と

稿
し
で
も、♂
あ
な
が
ち
遁
言
で
は
な
い
で
あ
ろ
う。

植
木
の
論
述
の一
部
は、
す
で
に「
明
治
文
化
全

豆
町

長

語
読）
そ

の
他
に
攻
め
ら
れ
て
わ
れ
わ
れ
の
ま
え
に
提
供
さ
れ
て
き
た
が、
そ
の
多
方
面

に
わ
た
る
す
ぐ
れ
た
識
見
は、
け
っ
し
て
そ
れ
ら
の
み
に
議
き
る
も
の
で
は
な

い。
思
想
家
と
し
て
の
枝
盛
の
尻、
面
白
を
窺
知
す
る
た
め
に
は、
い
ま
は
稀
観

の
存
在
と
な
っ
て
い
る
皐
行
書
や、
官
時
の
新
聞・
雑
誌
に
一訳
載
さ
れ
た
論
孜

ゃ、
さ
ら
に
は
未
刊
稿
本
の
類
に
ま
で
目
を
通
す
必
要
が
あ
る。

さ
き
に、
家
永
三
郎
出
土
は、
「
芋
命
思
想
の
先
脱
者

ll
柏
木
校
野
の
人
と

思
想

11」
（
明
伸一一一）
な
る一
本
を
公
け
に
さ
れ、
従
来、
世
に
知
ら
れ
る
と
こ
ろ

の
あ
ま
り
に
も
す
く
な
い、
い
わ
ば
埋
れ
た
思
想
家
の一
人
で
あ
っ
た
彼
の
生

涯
と
思
想
の
大
関
を
こ
こ
ろ
み
ら
れ
た
が（胡
岡
山町
一誠
一首
純一」
服
飾
肌
批
判母
国）、

あ
た
か
も
そ
の
前
後
よ
り、
彼
の
貴
重
な
述
作
を
活
字
に
移
す
企
烹
が
つ
ぎ
つ

ぎ
に
す
す
め
ら
れ、
た
と
え
ば、
「
柏
木
枝
盛
日
記」
（
郡一一一一）・
「
愛
国
志
林

・
愛
園
新
誌」
伝
部
読
匂
恥
ヨ
綿）・
「
柏
木
枝
盛
自
叙
侍」
（
刷）・
「
楠

木
枝
盛
家
族
制
度
論
集」
（
脚
綿
一信
一M
r
知
一回
一均
一附
恥

hば説

明
細
川蜘
林
誠）・「
植
木

枝
盛
著
作
集」
白
羽
一日説
明
規制（
詑
叶
附
…官

邸開
店
町一
r
敷山、・
脚
部
「
紙、切
…お
と

な
ど
の
刊
行
を
み
た
の
で
あ
る。
こ
の
結
果、
植
木
の
政
治
思
想
は、
岱
時
と

し
て
は
注
歩
の
極
限
を
し
め
す
も
の
で
あ
り、
家
族
問
題
を
ふ
く
む
彼
の
吐
曾

思
想
も
ま
た、
明
治
前
期
近
代
思
想
の
極
致
を
現
わ
し
て
い
た
こ
と
が
し
だ
い

に
分
明
に
な
っ
て
き
た
の
で
あ
る
が、
役
の
思
想
を
よ
り
根
本
的
に
悶
究
す
る

た
め
に
は、
い
ま一
歩
の
感
が
な
い
わ
け
で
は
な
か
っ
た。
こ
こ
に、
校
盛
の

ハ
四

七

七
）



紹
介
と
批
評

遺
稿
「
無
天
難
録
」
の
覆
刻
が
、
切
に
希
求
さ
れ
る
ゆ
え
ん
が
あ
つ
た
。

　
こ
の
た
び
、
こ
の
「
無
天
難
録
」
が
、
高
知
の
特
志
家
・
森
下
菅
根
氏
の
編

校
に
ょ
り
上
梓
さ
れ
る
は
こ
び
と
な
つ
た
こ
と
は
、
專
家
に
と
つ
て
、
ま
さ
に

早
天
の
慈
雨
で
あ
る
。
近
時
よ
う
や
く
昂
つ
て
き
た
植
木
枝
盛
研
究
は
、
本
書

の
公
刊
に
よ
り
、
さ
ら
に
一
段
の
進
展
を
と
げ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
、
推
測
に

か
た
く
な
い
。
す
で
に
か
な
り
の
高
齢
と
き
く
編
者
・
森
下
氏
の
努
力
に
封

し
、
こ
こ
に
萬
腔
の
敬
意
を
表
す
る
し
だ
い
で
あ
る
。

二

　
「
無
天
難
録
」
は
、
折
に
ふ
れ
て
し
る
し
た
植
木
の
い
わ
ば
随
筆
・
覧
書
の

．

こ
と
き
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
、
彼
が
も
の
せ
る
籔
多
の
論
稿
の
下
書
を
構

成
し
た
温
床
で
あ
り
母
胎
で
あ
つ
た
、
と
も
思
料
せ
ら
れ
、
彼
の
思
想
の
推
移

攣
遽
、
あ
る
い
は
起
伏
を
如
實
に
し
め
す
資
料
と
し
て
、
ぎ
わ
め
て
重
親
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
彼
が
二
十
一
歳
の
明
治
十
年
十
二
月
三
十
目
よ
り
、
死

去
す
る
六
ヵ
月
前
で
三
十
五
歳
の
二
十
四
年
七
月
二
十
四
日
ま
で
の
記
録
の
集

成
で
あ
る
「
無
天
難
録
」
は
、
本
書
覆
刻
の
底
本
に
用
い
た
原
本
に
よ
れ
ば
、

「
未
定
稿
」
と
附
記
さ
れ
て
い
る
「
壷
・
武
・
参
・
緯
〔
上
・
下
〕
」
の
五
珊
よ

h
、
成
つ
て
い
る
。
「
無
天
」
の
名
の
由
來
は
、
明
治
十
四
年
八
月
六
日
條
に
、

「
植
木
枝
盛
の
日
く
。
吾
に
天
無
し
。
吾
は
吾
を
以
て
天
と
爲
す
」
（
識
舖
）
と

あ
り
、
こ
え
て
十
七
年
春
、
第
六
九
一
項
に
も
、
「
吾
無
レ
天
。
以
レ
我
爲
レ
天
」

と
あ
ズ
し
を
み
れ
ば
、
そ
の
意
は
自
明
と
な
ろ
う
。
　
「
難
録
」
と
は
、
随
想
録
と

も
い
い
う
る
。
編
者
に
し
た
が
え
ば
、
　
「
無
天
難
録
」
に
は
歎
種
の
異
本
が
存

し
た
模
檬
で
あ
る
が
、
こ
の
間
の
事
情
の
解
明
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
。

　
さ
て
、
本
書
の
構
成
は
、
ま
ず
植
木
の
「
年
表
」
を
冒
頭
に
掲
げ
た
後
、

七
四

（
四
七
八
）

「
無
天
難
録
」
を
「
巻
壼
」
よ
り
「
巻
鷺
下
」
と
順
次
に
覆
刻
し
、
つ
い
で
原

本
の
欄
外
に
書
込
ま
れ
た
噺
片
を
ま
と
め
て
附
し
て
あ
る
。
雀
末
の
「
後
記
」

は
、
枝
盛
の
事
蹟
そ
の
他
、
な
ら
び
に
原
本
の
解
題
が
し
る
さ
れ
て
い
る
。
な

お
、
本
書
は
、
昨
年
十
二
月
の
護
行
で
あ
る
が
、
本
年
二
月
に
、
　
「
無
天
雑
録

附
録
」
と
し
て
、
二
十
三
買
に
お
よ
ぶ
「
拾
遺
」
が
添
加
さ
れ
た
。

　
「
無
天
難
録
」
の
内
容
は
、
こ
れ
を
紬
分
す
れ
ば
八
六
九
項
目
に
も
お
よ

び
、
詳
密
に
紹
介
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
で
あ
ろ
う
。
さ
れ
ば
以
下
に
お

い
て
は
、
そ
の
二
・
三
を
摘
記
し
て
、
本
書
の
片
鱗
を
う
か
が
う
と
と
も
に
、

枝
盛
の
透
徹
し
た
理
論
の
一
端
に
濁
れ
る
こ
と
に
し
た
い
。

　
ま
ず
、
植
木
の
人
民
主
椹
論
に
關
し
て
は
、
す
で
に
鈴
木
安
藏
博
士
の
劣

作
が
あ
り
、
彼
の
政
治
思
想
の
核
心
を
究
明
さ
れ
た
有
盆
な
業
績
で
あ
る
が

（
舳
帰
』
燗
囎
破
麟
瀟
鞍
礪
猫
喰
塑
駒
眠
縫
礁
撚
鋤
瀞
シ
）
、
時
の
政
府
に
封
す
る
枝
盛
の
つ

よ
い
抵
抗
の
精
神
と
、
は
げ
し
い
實
践
性
と
を
支
え
た
の
は
、
た
し
か
に
彼
の

人
民
主
灌
的
立
場
で
あ
つ
た
。
こ
の
彼
の
す
る
ど
い
政
治
思
想
を
辿
つ
て
い
く

と
、
そ
の
根
底
に
横
た
わ
る
二
つ
の
特
色
を
抽
出
で
き
よ
う
。
第
一
は
、
個
人

の
自
主
濁
立
の
絶
野
性
で
あ
る
。
「
無
天
雑
録
」
明
治
十
三
年
七
月
五
日
條
・

第
三
四
九
項
に
い
う
。

　
人
よ
り
爵
位
を
受
て
、
之
を
悦
ぶ
は
、
卑
屈
の
甚
し
き
な
り
。
爵
位
は
何

　
ぞ
。
他
人
よ
り
受
く
る
を
待
た
ん
や
。
當
に
自
ら
之
を
己
れ
に
附
與
す
べ

　
し
。
…
…
世
の
人
爵
を
尊
ぶ
者
、
政
府
よ
り
賞
牌
を
受
け
、
天
子
よ
り
爵
位

　
を
賜
は
り
て
、
之
を
悦
ぶ
と
錐
も
、
政
府
も
天
子
も
ま
た
人
也
。
畢
寛
己
れ

　
と
同
格
な
る
も
の
な
り
。
た
と
ひ
人
数
は
多
く
と
も
、
少
く
と
も
、
決
し
て

位
の
己
れ
よ
り
上
に
あ
る
も
の
に
非
ら
ず
。
…
…
凡
そ
人
の
世
に
在
る
。
己

　
れ
よ
り
之
を
言
は
父
、
天
上
天
下
唯
我
濁
奪
な
る
も
の
に
て
、
己
れ
よ
り
外



　
の
も
の
は
皆
己
れ
よ
り
唱
等
乃
至
数
等
を
下
る
も
の
な
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
　
ゼ
　
　
む
　
ヤ

　
ま
こ
と
に
、
精
絶
し
た
獅
立
自
魚
の
観
念
と
構
す
べ
き
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
第
二
の
特
徴
は
、
彼
の
政
治
に
封
す
る
つ
よ
い
緊
張
關
係
で
あ
る
。
「
無
天

鮭
鋲
」
明
治
十
四
年
三
月
二
十
八
日
條
・
第
四
七
八
項
は
、

　
國
家
の
政
事
は
悉
く
人
民
の
頭
上
に
關
ら
ざ
る
こ
と
な
き
も
の
な
れ
ば
、
國

　
政
に
し
て
果
し
て
善
な
れ
ば
、
人
民
は
随
つ
て
幸
福
を
享
け
、
國
政
に
し
て

　
不
善
な
れ
ば
、
人
民
随
つ
て
不
幸
を
受
く
る
こ
と
は
、
猫
ほ
一
室
の
中
央
に

　
一
火
を
馳
ず
れ
ば
、
直
に
四
方
に
向
つ
て
光
線
を
放
つ
が
如
く
な
る
べ
し
。

と
記
述
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
政
治
中
心
的
な
思
考
は
、
當
時
の
政
治
の
實

情
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
つ
い
で
翌
十
五
年
五
月
二
十
九
日
條
・
第
五
九
二
項
に
お
い
て
、
　
「
人
は
自

主
な
り
。
自
由
な
り
。
濁
立
特
行
の
動
物
な
り
」
と
説
き
、
「
今
に
し
て
世
に
罪

悪
を
犯
す
者
の
多
き
は
、
世
に
政
府
法
律
と
云
へ
る
も
の
あ
る
に
因
る
耳
。
天

下
の
人
を
し
て
罪
悪
を
犯
す
こ
と
勿
ら
し
む
る
の
道
を
爲
さ
ん
者
、
先
づ
其
政

法
を
曖
す
る
に
在
る
べ
し
。
…
…
政
府
を
塵
し
、
法
律
を
無
に
す
る
こ
と
は
誠

に
吾
人
の
急
務
に
非
ず
や
」
と
叫
ん
で
い
る
が
、
無
政
府
主
義
的
思
想
へ
の
移

行
が
推
知
で
き
る
こ
と
は
、
注
目
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
つ
ぎ
に
死
刑
塵
止
に
つ
い
て
一
瞥
し
よ
う
。
明
治
十
四
年
一
月
、
植
木
は
、

そ
の
主
宰
す
る
「
愛
國
新
誌
」
の
第
二
十
號
・
第
二
十
一
號
の
二
同
に
わ
た

り
、
　
「
世
界
の
萬
國
は
断
然
死
刑
を
駿
す
可
き
を
論
ず
」
（
輸
麟
島
瀬
麟
麗
繋
）

と
題
す
る
論
読
を
連
載
し
て
、
死
刑
制
度
の
條
理
に
合
し
な
い
ゆ
え
ん
を
力
読

し
た
が
、
こ
れ
に
さ
き
だ
ち
．
彼
は
、
「
無
天
雄
録
」
明
治
十
二
年
六
月
十
九

日
條
・
第
二
一
二
項
に
お
い
て
、
「
杜
會
に
死
刑
を
存
す
る
と
き
は
、
吐
會
巳

に
人
を
殺
す
が
故
に
、
其
の
人
を
穀
す
と
云
ふ
の
電
氣
を
天
地
間
の
全
室
氣
に

紹
介
と
批
評

傳
へ
、
夫
れ
を
各
民
の
心
に
移
し
、
各
人
を
し
て
殺
人
の
脳
髄
を
養
は
し
む
る

な
り
。
量
に
謬
戻
の
太
甚
し
き
に
非
ら
ず
や
。
國
家
死
刑
を
慶
し
、
全
く
殺
鐵

の
形
影
を
示
さ
慧
れ
ば
、
人
民
も
亦
其
臓
中
よ
り
人
を
殺
す
の
心
を
除
去
し
、

國
家
何
時
迄
も
死
刑
を
退
け
て
、
人
を
殺
す
こ
と
を
忌
嫌
し
、
何
時
迄
も
人
命

の
最
重
く
最
貴
く
、
決
し
て
同
等
の
人
を
以
て
、
同
等
の
人
を
殺
す
べ
き
も
の

に
非
ざ
る
を
示
さ
ば
、
人
民
も
亦
如
此
の
精
神
を
感
じ
、
移
し
て
自
ら
大
罪
を

犯
す
者
を
減
少
す
べ
し
」
と
論
破
し
て
い
た
。
「
愛
國
新
誌
」
に
死
刑
慶
止
の

論
文
を
寄
稿
し
た
翌
月
の
十
四
年
二
月
に
も
、
第
四
五
八
項
に
よ
れ
ぽ
、
　
「
萬

國
の
政
府
死
刑
を
塵
せ
ざ
る
べ
か
ら
ず
と
云
ふ
は
、
余
が
素
論
な
り
」
と
再
説

し
て
い
る
が
、
こ
の
見
地
か
ら
彼
は
、
同
年
八
月
の
起
草
に
か
か
る
「
日
本
國

國
憲
案
」
の
第
四
編
第
四
十
五
條
に
死
刑
慶
止
の
一
ヵ
條
を
加
え
、
こ
れ
が
賓

定
法
化
を
は
か
ろ
う
と
し
た
の
で
あ
つ
た
（
〔
嘱
鮪
霧
〕
斑
赦
篇
）
。

　
「
家
」
制
度
の
重
要
な
一
理
を
形
成
す
る
養
子
の
制
に
つ
き
、
彼
は
、
明
治
十

二
年
七
月
一
日
條
・
第
二
二
二
項
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
ご
と
く
述
べ
て
い
る
。

　
鰍
米
各
國
に
て
も
必
し
も
養
子
の
法
無
き
に
は
あ
ら
ざ
れ
ど
も
、
日
本
の
如

　
き
と
は
、
同
日
に
談
ず
べ
か
ら
ず
。
日
本
に
て
も
山
崎
嘉
右
衛
門
の
學
す
る

　
人
、
養
子
と
云
ふ
こ
と
を
せ
ず
と
云
へ
り
。
夫
れ
養
子
の
事
た
る
、
元
來
子

　
に
も
あ
ら
ざ
る
人
の
子
を
取
て
、
之
を
子
と
し
、
叉
規
に
も
あ
ら
ざ
る
他
人

　
の
家
に
行
き
て
、
之
を
親
と
す
る
。
實
に
道
理
無
き
の
甚
し
き
こ
と
也
。

　
さ
ぎ
に
筆
者
は
、
枝
盛
の
二
つ
の
養
子
論
－
一
編
は
明
治
九
年
の
養
子
慶

止
倫
早
論
、
他
の
そ
れ
は
二
十
年
の
養
子
反
封
論
1
を
紹
介
し
、
彼
の
思
想

轟
肇
鶉
し
た
こ
と
墓
つ
た
（
聾
編
繍
認
幣
鵬
響
準
韓
翼
』

輔
財
識
蜷
紬
慌
榊
翻
融
）
。
さ
れ
ぽ
、
「
無
天
難
録
」
に
残
さ
れ
た
十
二
年
の
断
片
記

事
は
、
こ
の
間
の
事
情
を
追
究
す
る
貴
重
な
一
資
料
と
し
て
注
親
に
値
し
よ

七
五

（
四
七
九
）



紹
介
と
批
評

七
六

（
四
八
○
）

≧
ノ
O

三

　
以
上
、
筆
者
の
恣
意
に
よ
つ
て
、
繁
簡
よ
ろ
し
ぎ
を
え
な
い
杜
撰
な
紹
介
を

こ
こ
ろ
み
た
し
だ
い
で
あ
る
。
稀
襯
な
原
資
料
の
覆
刻
作
業
の
き
わ
め
て
至
難

事
で
あ
る
こ
と
は
、
い
ま
さ
ら
累
説
の
要
が
な
い
で
あ
ろ
う
。
編
者
の
な
み
な

み
な
ら
ぬ
苦
心
の
結
果
、
本
書
の
ご
と
き
利
便
な
形
に
ま
と
め
ら
れ
た
植
木
枝

盛
の
「
無
天
維
録
」
が
、
將
來
、
專
門
の
諸
家
に
よ
り
十
二
分
に
槍
討
・
吟
昧

せ
ら
れ
、
明
治
の
逸
材
で
あ
つ
た
植
木
の
根
本
思
想
を
關
明
す
る
有
力
な
新
資

料
と
し
て
、
大
い
に
活
用
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
や
ま
な
い
。

　
と
ま
れ
、
本
書
の
梓
行
は
、
ま
こ
と
に
時
宜
を
え
た
撃
で
あ
り
、
そ
の
意

義
、
そ
の
償
値
を
、
た
か
く
み
と
め
る
に
吝
か
な
ら
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
あ
え

て
拙
文
を
弄
し
、
大
方
の
清
讃
を
渤
奨
す
る
ゆ
え
ん
で
あ
る
。
　
（
高
知
弘
丈
堂

書
店
刊
四
六
剣
三
七
一
頁
非
賀
品
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
向
井
　
健
）

執
筆
者
紹
介

伊
　
藤
　
政
　
寛

田
　
中

實

生
　
田
　
正
　
輝

内
池
慶
四
郎

向
　
井

健

太
田
俊
太
郎

岩
　
田
　
正
　
彦

法
學
部
教
授

法
學
部
教
授

法
學
部
教
授

法
學
部
助
手

法
學
部
副
手

法
學
部
副
手

政
治
制
度
史

民
法

新
聞
學

肚
會
學

民
法

日
本
法
制
史

ア
メ
リ
カ
政
治
史

昭
和
三
十
三
年
法
學
部
法
律
學
科
卒
業

株
式
會
肚
岩
田
商
會
勤
務

㍉
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